
書
　
評

　
経
済
地
理
学
の
課
題
と
し
て
の
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
内
　
信
　
蔵

　
は
し
が
き

　
本
橋
は
最
近
刊
行
さ
れ
た
環
境
と
経
済
に
関
す
る
二
、
三
の
著
述
の

紹
介
を
兼
ね
て
、
環
境
が
経
済
地
理
学
の
課
題
と
し
て
、
い
か
に
採
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

入
れ
ら
れ
る
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
経
済
学
（
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
）
と
生
熊
学
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
と
は
語
源
を
共
通
に
し
て

お
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
オ
イ
コ
ス
（
居
住
）
か
ら
発
し
て
い
る
。
俗
な

譬
え
を
用
う
れ
ば
、
家
人
の
健
康
と
家
業
の
繁
栄
と
は
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
。
経
済
学
が
生
産
を
増
や
す
こ
と
の
み
に
注
目
し
て
い
た
と
す

れ
ば
、
誤
っ
て
い
た
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。
同
様
に
経
済
地
理
学
も
従

来
は
主
と
し
て
生
産
・
流
通
の
面
を
主
と
し
て
扱
い
そ
の
基
礎
を
な
す

人
間
に
つ
い
て
は
疎
か
で
あ
つ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
環
境
を
単
純

に
外
界
の
条
件
と
し
て
考
察
す
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
環
境
問
題
は
根
本

的
に
解
決
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
経
済
に
と
っ
て
人
間
と
そ
の
環

境
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
環
境
論
の
三
類
型

　
　
　
　
　
書
　
　
評

　
環
境
決
定
論
か
ら
の
離
脱
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、

気
候
に
よ
つ
て
民
族
の
性
格
が
決
ま
る
と
な
し
、
三
十
世
紀
前
半
の
セ

ン
プ
ル
は
ア
メ
リ
カ
植
民
の
発
展
を
そ
の
地
理
的
環
境
と
対
応
せ
し
め

　
　
　
㈲

て
論
じ
た
。
今
日
で
も
、
自
然
環
境
の
及
ぼ
す
影
響
を
説
く
学
者
は
多

い
。
『
文
明
と
気
似
』
の
著
者
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
環
境
決
定
論
者
の

一
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
晩
年
の
言
葉
と
し
て
気
候
の
変
動
は
文
明
の

興
亡
に
と
つ
て
の
一
条
件
に
す
ぎ
ぬ
と
述
べ
て
い
る
。
環
境
と
し
て
の

自
然
の
認
識
は
多
角
的
に
な
り
、
自
然
と
経
済
の
交
互
作
用
説
も
古
い

も
の
と
な
っ
た
・
セ
ン
プ
勺
が
気
候
の
変
化
の
み
を
信
じ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
地
中
海
東
部
の
は
げ
山
を
船
材
の
た
め
の
乱
伐
に
よ
る
と
は
言

わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
生
態
学
の
道
程
　
近
代
地
理
学
の
祖
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
≒
・
フ
オ
ン

・
フ
ム
ボ
ル
ト
は
、
熱
帯
ア
ン
デ
ス
に
お
い
て
山
地
植
生
の
実
地
調
査

に
よ
っ
て
、
地
域
的
総
合
的
な
視
点
に
基
く
自
然
地
理
学
を
開
花
せ
し

め
た
。
ま
た
植
物
の
属
種
の
分
布
と
山
地
気
象
の
精
確
な
観
測
に
よ
っ

て
生
物
地
理
と
地
球
物
理
と
を
結
合
す
る
新
し
い
科
学
と
し
て
の
生
態

学
の
基
礎
を
築
い
た
。
前
者
の
流
れ
で
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ

　
∽エ
ル
が
、
人
間
の
地
理
学
と
し
て
環
境
と
の
関
係
を
強
調
し
た
『
人
類

地
理
学
』
を
著
わ
し
、
空
間
の
有
機
体
構
造
と
そ
の
成
長
変
化
な
ど
を

論
じ
た
。
そ
の
分
派
が
先
述
し
た
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
、
セ
ン
プ
ル
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

り
、
他
が
、
バ
ロ
ウ
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
、
レ
ン
ナ
ー
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

派
の
「
人
間
生
態
学
と
し
て
の
地
理
学
」
に
流
れ
た
。
サ
ワ
ー
の
『
文

化
景
観
』
は
、
自
然
景
観
が
文
化
の
作
用
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と
言
う
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人
間
優
位
の
考
え
に
立
つ
が
、
そ
の
証
明
は
三
十
年
を
経
た
第
二
次
大

戦
後
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
は
、
前
述
の
ラ
ッ

ッ
エ
ル
及
び
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
に
学
び
つ
つ
、
地
域
調
査
に
基
く

　
「
生
活
様
式
」
の
概
念
と
「
地
的
統
一
」
の
環
境
評
価
を
立
て
た
。
後

　
　
　
　
　
　
　
　
肘

者
は
、
特
に
ソ
ー
ル
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
、
人
間
病
理
の
コ
ム
プ
レ

ク
ス
、
技
術
と
産
業
の
シ
ス
テ
ム
、
及
び
居
住
の
三
部
作
を
含
む
『
人

文
地
理
学
の
基
礎
』
と
し
て
結
晶
し
、
人
間
生
態
学
の
地
理
学
版
と
し

て
大
成
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
生
物
学
に
お
け
る
生
態
学
は
群
落
、
群
集
と
し
て
生
物
社
会
を
理
解

し
、
そ
の
社
会
の
維
持
と
盛
衰
に
関
す
る
物
理
的
環
境
と
弱
肉
強
食
、

食
物
連
鎖
、
適
者
生
存
、
継
次
等
の
原
理
に
よ
る
生
物
の
内
的
・
外
的

環
境
の
機
能
を
説
明
し
た
。
い
っ
ぽ
う
社
会
学
に
出
発
し
た
人
間
生
態

帥学
は
、
社
会
の
生
物
学
的
な
運
動
を
明
か
に
す
る
と
共
に
地
域
的
存
在

と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
造
と
機
能
を
分
析
し
て
き
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
別
々
の
体
系
と
し
て
成
長
し
た
生
態
学
で
あ
る
が
、

共
通
す
る
論
理
は
、
生
物
な
い
し
人
間
が
環
境
を
選
択
し
、
そ
れ
を

　
（
或
は
そ
れ
に
）
適
応
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
生
存
と
繁
栄
を
つ
づ
け
る

こ
と
、
彼
等
の
間
に
は
競
争
が
起
る
が
結
局
は
あ
る
平
衡
状
熊
が
保
た

れ
る
と
言
う
回
帰
論
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
西
部
に
お
い
て
は
、
過
度
な

土
地
利
用
の
た
め
に
、
土
壌
侵
食
が
激
し
く
な
り
、
危
険
な
状
態
と
な

っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
土
壌
保
全
（
ソ
イ
ル
・
コ
ン
ザ
ー
べ
ー

シ
オ
ン
）
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
水
資
源
の
問
題
な
ど
も
併
せ
て
、

天
然
資
源
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
活
動
し
、
有
効
な
対
策
が
施
さ
れ
今

日
に
到
っ
た
。

　
回
帰
な
き
進
行
　
現
在
、
環
環
問
題
が
厳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
化
学
薬
品
が
人
間
の
健
康
を
蝕
み
、
生
命
を
奪
う
と
い
う
事
実
、

石
油
の
大
量
消
費
な
ど
に
よ
る
広
範
な
汚
染
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
自

然
が
回
復
で
き
な
い
ま
で
に
傷
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
事
実
で
あ
る
。

汚
水
の
自
浄
作
用
や
植
林
と
管
理
な
ど
の
生
態
学
的
輪
廻
を
越
え
た
変

化
が
行
わ
れ
、
破
壊
に
向
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
様
な
プ
ロ
セ
ス
は

既
に
人
類
の
歴
史
と
共
に
始
っ
て
い
た
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
火
の
使

用
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
『
地
表
面
を
変
え
る
人
間
の
役
割
』
は
一
九
五
五
年
シ
カ
ゴ
に
お
い

て
開
か
れ
た
地
理
学
・
生
物
学
・
歴
史
学
・
社
会
学
・
経
済
学
・
都
市

計
画
等
に
亘
る
学
際
シ
ム
ポ
ジ
ュ
ム
で
、
ト
ー
マ
ス
、
サ
ワ
ー
、
べ
ー

ツ
、
マ
ム
フ
オ
ー
ド
が
主
催
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
過
去
の
反
省
、
現

在
の
プ
ロ
セ
ス
、
将
来
ぺ
の
予
測
の
三
部
に
分
か
れ
、
具
体
的
内
容
を

も
っ
た
五
〇
余
の
報
告
か
ら
成
り
、
ロ
ー
・
マ
ク
ラ
ブ
の
主
張
の
よ
う
に

マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
騒
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
充
実
し
た
内
容

を
持
っ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
南
ア
メ
リ
カ
等
に
広
い
面
積

を
占
め
る
サ
バ
ン
ナ
（
熱
帯
草
原
）
は
、
少
雨
の
条
件
下
に
起
る
貧
し

い
植
生
の
地
域
で
あ
る
が
、
実
は
人
間
が
放
火
に
よ
っ
て
破
壊
し
た
も

の
が
多
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
野
の
大
半
は
中
世
ま
で
は
黒
々
と
し
た

森
林
に
よ
っ
て
被
わ
れ
、
森
は
悪
魔
の
住
む
敵
意
あ
る
も
の
と
も
考
え
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ら
れ
て
い
た
。
僧
院
や
農
村
が
進
出
し
て
、
焼
畑
を
作
り
、
森
を
開
墾

し
た
。
こ
こ
で
は
「
火
」
が
食
糧
を
得
る
手
段
と
し
て
後
用
さ
れ
る
と

共
に
、
森
林
の
富
を
壊
滅
さ
せ
た
。

　
同
根
な
こ
と
が
現
代
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
火
力
発
電
所
の
火
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
結
し
、
わ
れ
わ
れ
に
光
熱
を
恵
む
が
、
一
方
で
は
、
原

料
と
な
る
鉱
物
資
源
を
消
粍
し
、
燃
焼
に
よ
る
廃
棄
物
質
に
よ
っ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

環
境
の
変
化
と
破
壊
を
起
し
て
い
る
。
石
光
亨
に
よ
れ
は
、
常
識
的
に

言
わ
れ
る
鉄
鉱
石
や
石
炭
等
は
資
源
で
は
な
く
、
資
源
生
産
物
で
あ

る
。
本
当
の
資
源
は
、
平
凡
な
重
い
岩
石
や
黒
い
石
を
発
見
し
結
錬
し

た
人
間
の
知
恵
で
あ
る
。
境
在
の
危
機
を
避
け
る
た
め
に
は
、
き
れ
い

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
太
陽
・
地
下
・
海
洋
等
か
ら
効
率
よ
く
根
り
出
す
技

術
と
経
済
の
シ
ス
テ
ム
に
係
る
こ
と
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
即
ち
新
し

い
回
帰
論
を
創
造
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
環
境
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
人
間
と
環
境
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
述
し

た
よ
う
な
文
献
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
環
境
問
題

が
急
迫
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
基
本
的
な
理
解
が
浸
透
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
人
々
は
、
日
照
や
騒
音
に
つ
い
て
は
身
近
か
な
問
題
と

し
て
反
応
す
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に
つ
い
て
の
戦
略
は
対
象
が
余
り

に
も
大
き
く
技
雑
で
あ
り
、
半
ば
縮
望
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下

は
近
年
に
出
た
若
干
の
文
献
で
あ
る
。
参
考
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
パ
リ
ー
・
コ
モ
ナ
咄
原
著
（
一
九
七
一
）
安
部
喜
也
、
半
谷
高
久
訳

『
な
に
が
環
境
の
危
根
を
招
い
た
か
』
。
原
著
者
は
後
技
学
と
生
物
学

と
を
学
び
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
環
境
汚
染
に
一
九
五
〇
年
代
よ
り
活

躍
し
た
研
究
者
で
あ
る
。
訳
者
は
地
理
学
と
地
球
化
学
の
専
問
家
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
気
汚
染
、
イ
リ
ノ
イ
の
土
壌
汚
染
、
エ
リ
ー
湖
の
水

汚
染
等
を
例
と
し
て
、
生
態
圏
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
の
中
の
人
間
の
行

動
に
目
を
向
け
る
。
技
術
の
欠
陥
と
社
会
問
題
を
指
摘
し
、
生
態
学
の

経
済
学
的
意
味
を
論
ず
る
。
汚
染
の
制
御
は
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る

が
、
社
会
的
財
貨
で
あ
る
生
態
圏
を
保
全
す
る
よ
う
に
経
済
体
制
を
転

換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
結
論
は
評
者
が
指
縮
し
、

ま
た
原
著
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
閉
じ
ら
れ
た
生
態
系
の
環
」
を
回
技

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
田
辺
健
一
、
編
井
英
夫
、
岡
本
次
郎
縮
『
地
理
学
と
環
境
』
（
一
九

七
四
）
、
縮
者
、
筆
者
と
も
に
地
理
学
研
究
者
で
あ
り
、
原
論
と
実
証

的
研
究
を
結
び
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
環
境
認
識
の
変
化

と
開
発
に
伴
う
環
境
の
変
化
を
論
じ
、
環
境
と
人
間
と
の
関
係
を
社
会

環
境
と
自
然
環
境
と
に
分
け
て
説
明
す
る
。
次
に
産
業
と
環
境
に
つ
い

て
、
第
一
次
産
業
及
び
第
二
次
産
業
別
に
実
例
を
根
示
し
、
最
後
に
環

境
の
科
学
と
し
て
の
地
理
学
の
在
り
方
を
論
ず
る
。
頁
数
の
関
係
か
ら

圧
縮
さ
れ
て
い
る
が
、
手
近
か
に
み
ら
れ
る
文
献
と
し
て
後
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
イ
ア
ン
・
マ
ナ
ー
ス
、
マ
ー
ウ
ィ
ン
・
マ
イ
ク
セ
ル
（
共
編
）
『
環
境

総
論
』
（
一
九
七
四
）
（
英
文
）
ア
メ
リ
カ
地
理
学
会
が
「
環
境
教
育
」

を
課
題
と
し
た
パ
ネ
ル
討
論
を
集
成
し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
環
境
問
題
の
取
り
組
み
方
を
知
る
上
に
有
益
で
あ
る
。
主
要
な
章
は
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マ
イ
ク
セ
ル
の
「
環
境
学
と
し
て
の
地
理
学
Ｉ
Ｉ
新
旧
の
体
系
の
比

較
」
に
は
じ
ま
り
、
「
環
境
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
化
学
的
サ
イ
ク
ル

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
フ
ロ
ウ
」
「
土
壌
侵
食
の
急
増
」
「
河
川
系
統
と
そ
の

質
に
対
す
る
人
間
の
イ
ム
パ
ク
ト
」
「
気
候
修
正
」
「
人
文
的
指
標
」
「
現

代
農
業
技
術
の
環
境
へ
の
イ
ム
パ
ク
ト
」
「
都
市
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

「
環
境
の
知
覚
」
「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
オ
ン
と
環
境
」
「
自
然
災
害
の
研
究
」

「
サ
バ
ン
ナ
の
生
物
界
―
－
―
人
間
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
以
上
十
二
綱
の
論

文
を
含
み
、
四
〇
〇
頁
に
及
ぶ
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
。
新
し
い
環
境

概
念
と
術
語
、
環
境
分
析
の
方
法
、
そ
の
結
果
を
知
る
基
本
的
な
文
献

で
あ
る
。

　
ダ
ス
マ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
マ
心
共
著
の
『
経
済
開
発
の
た
め

の
生
態
学
的
原
理
』
（
一
九
七
三
年
）
は
、
一
九
六
八
年
バ
ー
ジ
ェ
ア
に

お
け
る
「
国
際
的
開
発
の
生
態
的
問
題
」
会
議
を
も
と
に
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
銀
行
等
の
協
力
を
得
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
氏
は
共

に
ス
イ
ス
に
本
部
を
お
く
、
自
然
及
び
天
然
資
源
保
全
国
際
連
合
会
に

所
属
す
る
。
本
書
の
内
容
は
、
生
態
学
を
経
済
開
発
に
ど
の
よ
う
に
組

入
れ
る
か
を
扱
う
も
の
で
、
一
般
的
考
察
に
始
ま
り
、
湿
潤
熱
帯
の
開

発
、
半
乾
燥
地
の
牧
畜
地
の
開
発
、
観
光
開
発
、
農
業
開
発
計
画
、
河

川
開
発
計
画
の
各
章
を
設
け
、
世
界
各
地
の
事
例
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

著
者
の
基
本
的
な
理
念
は
農
業
生
産
に
関
す
る
図
形
で
示
さ
れ
る
。
簡

単
に
言
え
ば
、
生
物
生
活
系
（
生
態
圏
は
更
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
）

と
経
済
系
と
の
二
つ
の
閉
鎖
さ
れ
た
体
系
を
並
列
し
、
両
者
の
接
合
す

る
部
分
に
生
産
因
子
↓
費
用
・
便
益
↓
投
資
決
定
↓
生
産
の
流
れ
を
お

く
。
生
産
因
子
は
、
生
物
生
活
の
中
の
気
候
学
・
作
物
学
等
と
、
経
済

系
の
中
の
経
済
学
と
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
。
理
念
は
明
快
で
あ
る

が
、
し
か
し
具
体
的
な
選
択
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
る
か
の
疑
問
が
湧

く
。
む
し
ろ
事
例
研
究
が
経
済
地
理
学
的
な
意
義
を
よ
く
示
す
も
の
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ポ
ー
ル
゜
バ
ー
ク
レ
イ
、
デ
ー
ヴ
ィ
ド
゜
セ
ク
ラ
り
著
（
一
九
七
二

年
）
篠
原
泰
三
監
修
、
白
井
義
彦
訳
『
環
境
経
済
学
入
門
』
（
一
九
七

五
）
は
右
の
著
述
と
違
っ
て
、
経
済
学
の
体
系
の
中
で
環
境
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
原
著
の
題
は
「
経
済
成
長
と
環
境
破
壊
、
発
展
が
導
い

た
問
題
」
で
あ
る
。
原
著
者
は
新
し
い
経
済
生
態
学
の
展
開
を
意
図
し

て
い
る
。
十
三
章
よ
り
成
り
、
第
一
部
は
問
題
提
起
、
第
二
部
が
方
法

の
検
討
、
第
三
部
が
結
論
で
あ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
経
済
発
展
が
嘗
て
な
か
っ
た
よ
う
な
深
刻
な
負
担
を

自
然
に
課
し
た
現
実
を
反
省
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
成
長
を
な
お
も
続
け

る
か
、
負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
す
る
か
、
或
は
第
三
の
方
法
を
探
す

か
と
な
し
、
そ
の
選
択
を
早
急
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
警
告
す
る
。
い
か

な
る
成
長
も
自
然
環
境
へ
の
侵
害
な
し
に
行
わ
れ
な
い
と
の
原
理
に
立

ち
環
境
の
保
全
の
た
め
に
は
低
い
成
長
率
を
求
め
る
と
主
張
す
る
。
Ｇ

Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
Ｎ
Ｓ
Ｗ
（
総
社
会
福
祉
）
の
概
念
を
出
し
て
、
き
わ
め

て
近
い
将
来
に
Ｎ
Ｎ
Ｐ
（
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
）
が
Ｎ
Ｓ
Ｗ
を
下
廻

る
こ
と
を
図
解
す
る
。
経
済
地
理
学
か
ら
み
て
次
の
指
摘
が
関
心
を
よ

ぶ
。
一
つ
は
「
ア
メ
リ
カ
に
は
も
は
や
広
大
な
自
然
が
な
い
」
と
の
こ

と
。
そ
し
て
「
選
択
（
成
長
か
保
全
か
の
）
は
早
い
方
が
よ
い
」
と
言



う
こ
と
。
そ
れ
な
ら
ば
日
本
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。

　
第
Ⅱ
部
は
、
保
全
の
論
理
を
証
明
す
る
た
め
の
思
考
実
験
で
、
経
済

学
か
ら
み
て
興
味
あ
る
考
察
が
行
わ
れ
る
。
需
要
と
供
給
、
限
界
効

用
、
市
場
価
格
等
の
解
説
に
つ
づ
い
て
、
国
際
公
害
社
と
名
付
け
る
汚

染
を
起
す
工
場
に
つ
い
て
、
汚
染
処
理
の
外
部
費
用
を
内
部
化
さ
ぜ
る

方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
公
共
財
と
し
て
の
国
立
公
園
の
利
用
や
都

市
の
便
益
に
つ
い
て
の
考
察
は
そ
れ
ら
の
有
限
性
を
教
え
る
。
環
境
経

済
学
に
お
い
て
は
、
短
期
の
計
算
で
は
な
く
、
長
期
（
多
期
）
に
互
る

動
学
的
分
析
を
導
入
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
第
Ⅲ
部
は
環
境
悪
化
に
と
ど
め
を
さ
す
経
済
的
戦
略
に
つ
い
て
論
述

す
る
。
即
ち
市
場
の
尺
度
に
そ
わ
な
い
測
定
や
比
較
の
不
能
な
項
目
に

つ
い
て
も
取
り
組
む
の
で
あ
る
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
と
有
効

性
の
分
析
に
は
じ
ま
り
、
環
境
管
理
の
方
法
を
論
じ
、
結
論
と
し
て
ミ

ル
が
『
政
治
経
済
学
原
理
』
に
お
い
て
述
べ
た
、
経
済
学
の
停
止
状
熊

が
人
間
に
も
自
然
に
も
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
結
ぶ
。

　
評
者
は
、
こ
の
停
止
は
言
葉
通
り
完
全
な
停
止
で
は
な
く
、
経
済
圏

の
中
で
は
活
発
な
運
動
が
行
わ
れ
る
が
差
引
と
し
て
は
停
止
し
て
い
る

動
的
静
止
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
本
稿
の
前
段
で
も
述
べ
た
回

帰
運
動
の
考
え
と
も
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
今
一
つ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
経
済
成
長
の
高
低
、
遅

速
と
生
態
圏
の
自
然
的
、
社
会
的
な
地
域
差
を
い
か
に
評
価
し
探
り
入

れ
る
か
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
よ
う
に
人
口
が
多
く
、
資
源
に
乏
し
く

生
活
空
間
の
乏
し
い
国
に
お
い
て
は
特
別
の
考
察
が
必
要
と
思
う
。
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